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今日の内容

 カワウの生息状況

 カワウの生態（対策へのヒント）

 移動能力が高い

 魚を食べる

 集団性が強い

 繁殖期が長期化しやすい

今日の内容

カワウの生息状況

 カワウの生態

 移動能力が高い

 魚を食べる

 集団性が強い

 繁殖期が長期化しやすい
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カワウと人と

石田ほか 2000より

関東地方における個体数の変化

回復

減少

生息状況の変遷
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関東のカワウの個体数とねぐら箇所数の変化

日本野鳥の会自然保護室（～2003） バードリサーチ（～2014）調べ
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関東のカワウのねぐら分布 2009年12月

関東カワウ広域協議会報告書より
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全国のカワウのねぐら・コロニーの分布 2012年8月調べ
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なぜ数が減ったのか?
1960年代〜1970年代の変化

・沿岸部の埋め立て、河川の護岸化（東京湾など）

・土地開発、大規模建設（空港など）

・水質汚濁→採食環境の悪化

・餌資源の減少

・食物連鎖を通した有害物質の蓄積
（ダイオキシン類含む）

生息環境、採食環境が悪化

（福⽥ら(2002）などの情報より作成）

なぜ数と分布が回復したのか?
1970年代後半以降の変化

・狩猟圧の低下

・繁殖地の保全（不忍池）、採食地の保全

・水質改善など（採食環境回復）

・有害化学物質の減少

・河川構造の単純化（採食環境好転）

・魚類の放流による誘引

・計画性のない駆除や追い出しによる分散促進

採食環境の改善とカワウの行動変化

（福⽥ら(2002）などの情報に追加改変）

ポイント！
・カワウは古来よりヒトの身近に生きてきた。
・カワウは外来種ではない。
・数十年にわたるカワウの不在を経て、
カワウとのつきあい方の技術が
失われたのではないか。
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今日の内容

 カワウの生息状況

カワウの生態
 移動能力が高い

 魚を食べる

 集団性が強い

 繁殖期が長期化しやすい

日本に生息する
ウ科の仲間たち
日本に生息する
ウ科の仲間たち

「フィールドガイド日本の野鳥」より

ウミウ カワウ

環境省

【全身の識別ポイント】

○ウミウ

成鳥は体全体に緑色光沢がある。

○カワウ

成鳥は体全体に褐色実があり、緑色光沢はほとんどない。

【頭部における識別ポイント】

○ウミウ

嘴の基部の裸出部が小さく、口角で三角形に尖る

○カワウ

嘴の基部の黄色い裸出部は口角で尖らない。 （※）カワウとウミウは酷似しており、成鳥、幼鳥で
異なるなど、上記赤矢印の識別ポイントは参考です。

カワウ

ウミウ

イラスト 箕輪義隆

カワウとウミウの見分け方
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今日の内容

 カワウの生息状況

カワウの生態
 移動能力が高い

 魚を食べる

 集団性が強い

 繁殖期が長期化しやすい

今日の内容

 カワウの生息状況

 カワウの生態

移動能力が高い
 魚を食べる

 集団性が強い

 繁殖期が長期化しやすい

巣内のヒナに装着巣内のヒナに装着 標識調査から確認されたカワウの長距離移動の例標識調査から確認されたカワウの長距離移動の例
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特定鳥獣保護管理計画技術
マニュアル カワウ編

（日本野鳥の会 2004）より
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特定鳥獣保護管理計画技術
マニュアル カワウ編

（日本野鳥の会 2004）より
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愛知県の伊勢湾岸のコロニーで捕獲した個体の場合

日々、採食に出かける範囲は
15㎞圏内と考えられている

カワウ 特徴Ⅰ

移動能力が高い

ポイント！
・季節移動をする。
・日々の行動圏は
約10～15㎞。

今日の内容

 カワウの生息状況

カワウの生態
 移動能力が高い

 魚を食べる

 集団性が強い

 繁殖期が長期化しやすい

今日の内容

 カワウの生息状況

 カワウの生態

 移動能力が高い

魚を食べる
 集団性が強い

 繁殖期が長期化しやすい

採食に関わるカワウの能力

 潜水深度 最大14.6m 平均7.0m（佐藤 2010）

 潜水スピード 最大4.7m／秒 平均1.6m／秒

（Ropert‐Coudert 2006)

 水に濡れやすい羽毛

・水中で浮力が少ない→潜水のエネルギー少

・体温を奪われる→エネルギーの消費

★ 潜水に特化した分たくさんの餌が必要である

どこで？ どのくらいの量を？

海水域から淡水域までの広い水域を利用

採食場所の季節移動 ← 魚の生息状況変化

採食量
飼育下 330g （日本野鳥の会1999）
野外 体重の26.2% （佐藤ほか 1988）
育雛期 通常の1.5～2倍
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琵琶湖伊崎コロニー周辺のカワウの捕食魚の季節変化（重量比）琵琶湖伊崎コロニー周辺のカワウの捕食魚の季節変化（重量比）
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15魚種
(3,011.7g)

カワウ26個体

4魚種
(1,035.8g)

カワウ13個体

6魚種
(1,158.7g)

カワウ11個体

9魚種
(3,387.5g)

カワウ15個体

Takahashi et al. (2006) のデータより作成

何を？

魚類32科65種 （亀田ほか 2002）

その他 アメリカザリガニなど甲殻類

ポイント！
・嗜好性はないと考えられている
・捕まえやすい魚を多く食べる

（逃げ足の遅さ 大きさ 群れ）
・たくさんいる魚を多く食べる

今日の内容

 カワウの生息状況

カワウの生態
 移動能力が高い

 魚を食べる

 集団性が強い

 繁殖期が長期化しやすい

今日の内容

 カワウの生息状況

 カワウの生態（対策へのヒント）

 移動能力が高い

 魚を食べる

集団性が強い
 繁殖期が長期化しやすい

採 食採 食 ねぐら・休息ねぐら・休息

繁 殖繁 殖
ポイント！
・群れることが普通
・妙な恐怖心を抱かない

・群れたがる性質を
うまく利用した計画づくりを

今日の内容

 カワウの生息状況

カワウの生態
 移動能力が高い

 魚を食べる

 集団性が強い

 繁殖期が長期化しやすい
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今日の内容

 カワウの生息状況

 カワウの生態（対策へのヒント）

 移動能力が高い

 魚を食べる

 集団性が強い

繁殖期が長期化しやすい

カワウの繁殖カワウの繁殖
 場所：水辺の林等

 巣：直径40～60cm
巣材：枯れ枝や折り取った枝

産座には柔らかいものを敷く

 卵数：３～4個
抱卵日数：25～28日
巣立ち：47～60日
繁殖成功度：0.6～2（関東の場合）

 繁殖期は比較的長い

主要な営巣地の繁殖時期主要な営巣地の繁殖時期
ポイント！
・コロニーの撹乱は、関係者の合意の下、

計画的に行なう。
なぜか

・コロニーの分散は被害地域を拡大する
・繁殖期の長期化＝被害時期の長期化

カワウの特徴のまとめ

 移動能力が高い

 魚食性である

 集団性が強い

 繁殖期が長期化しやすい

おわり


